
ソ
マ
リ
ア
難
民
支
援
へ

　
抗
争
と
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ

リ
カ
北
東
部
の
ソ
マ
リ
ア
難
民

を
支
援
し
よ
う
と
、
国
内
の
市

民
団
体
が
連
舞
し
て
現
地
へ
飛

ぴ
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
月
下
旬
に
は
隣
接
す
る
ケ
ニ

ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療
、

教
育
な
ど
専
門
分
野
を
生
か
し

て
本
格
的
に
動
き
出
す
。

　
参
加
を
予
定
し
て
い
る
の
は

ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
（
北

　
九
州
市
）
、
ア
ジ
ア

　
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
岡
山
市
、
東
京
）
、
ヽ

　
立
正
佼
成
会
平
和
基

　
金
（
東
京
）
な
ど
で

ブ
さ
ら
に
二
団
体
盾
え

・
‐
‐
‐
‐
　
一
箪
走
。
ア
フ
リ
カ

‐‐
｡
　
教
育
基
金
の
套
竿

一
片
末
、
静
岡
県
御

殿
場
市
で
聞
か
れ
た

　
「
全
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集

い
」
で
協
力
を
呼
び

か
け
た
の
が
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

援
助
物
資
を
届
け
、
風
車
井
戸

の
建
設
や
医
療
巡
回
サ
ー
ー
ビ

ス
、
’
学
校
を
始
め
た
。

　
事
務
局
長
の
土
井
高
徳
さ
ん

は
「
国
連
や
欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
墜

助
物
資
が
届
い
て
い
な
い
地
域

も
あ
り
、
五
歳
以
下
の
四
分
の

一
が
死
ん
で
い
る
。
何
万
人
も

が
一
斉
に
流
入
し
て
小
屋
を
作

っ
た
り
、
た
き
ぎ
を
使
う
た
め

植
林
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

市民団体が手をつなぎ

新春から現地で迦動

　
ケ
ニ
ア
ふ
ノ
イ
ロ
ゼ
に
事
務

所
を
持
つ
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金

の
会
に
よ
る
と
、
昨
年
か
ら
ケ

ニ
ア
北
東
部
州
に
ソ
マ
リ
ア
難

民
の
流
入
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
日
に
四
、
五
千
人

に
上
る
。
ケ
ニ
ア
国
内
も
三
年

前
の
干
ば
つ
で
余
裕
が
な
く
、

難
民
が
増
え
暁
け
る
状
況
は
手

に
お
え
な
い
状
態
。
間
合
は
州

政
府
の
要
請
で
今
夏
、
最
初
の

武
器
を
持
つ
民
兵
の

精
神
的
な
ケ
ア
も
必
’

要
。
予
奔
は
当
初
二

千
万
円
を
見
込
ん
で
・

い
た
が
、
一
、
二
億

円
は
か
か
り
そ
う
」

と
話
す
。

　
各
団
体
は
資
金
や

車
、
協
力
者
を
集
め
、

一
月
に
ま
ず
四
団
体

十
散
人
が
エ
ル
ワ
ク

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ

向
か
う
。
今
年
度
中

に
百
五
十
人
が
加
わ
る
予
疋
。

土
井
さ
ん
は
「
ケ
ニ
ア
政
府
か

ら
輸
送
や
治
安
の
面
で
の
協
力

も
取
り
付
け
て
い
る
の
で
、
あ

と
は
日
本
国
内
が
い
か
杞
勣
く

か
で
す
。
最
低
で
も
一
年
間
を

め
ど
に
活
齢
し
た
い
。
一
般
の

資
金
協
力
や
参
加
を
歓
迎
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。
協
力
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
同
会

事
務
局
（
０
９
３
・
７
４
１
：

４
や
き
）
’
へ
。
＼
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